
  

 
  

 
 

 
 
 
 

会社と役員で不動産取引をする場合 

Ｑ：会社と役員間で不動産を売ったり買っ

たりする場合、どんな課税関係が生じます

か？ 

 

Ａ：次のような課税関係が生じます。 

【解説】 

［会社の資産を役員へ売却するとき］ 

会社が役員に資産を売却する場合には、そ

の譲渡対価と時価に差があるときは、次のよ

うな課税関係が生じます。 

①譲渡対価＜時価のとき 

譲渡対価と時価との差額は、会社の収益に

計上されるとともに、役員に対する賞与(損金

不算入)として取り扱われます。 

②譲渡対価＞時価のとき 

譲渡対価は会社の収益に計上されます。 

［役員の資産を会社が買い入れるとき］ 

役員の資産を会社が買い入れる場合には、

その譲渡対価と時価に差があるときは、次の

ような課税関係が生じます。 

①譲渡対価＜時価のとき 

譲渡対価と時価との差額は、会社の収益に

計上されます。また、役員においては、譲渡

対価が時価の２分の１未満であるときは、時

価で譲渡があったものとみなして所得税が課

されますが、２分の１以上であるときは、そ

の譲渡対価をもって所得税を計算します。 

②譲渡対価＞時価のとき 

譲渡対価と時価との差額は、役員に対する

賞与(損金不算入)として取り扱われます。 
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